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報道関係各位 

CDP「SME 気候変動レポート」において ２年連続で最高スコア「B」を獲得 

 FA 関連装置の設計・製造（液晶・半導体・車載分野等）、精密熱間中空鍛造、各種ダイカスト、酒類販売、

医療機器開発などの事業を展開する野村ユニソン株式会社（本社：長野県茅野市、代表取締役社長：野村 

高城）は、国際的な非営利団体 CDP が実施した 2025 年度の気候変動に関する調査において、「CDP2025 

コーポレート SME（中小企業）版」の最高スコアである「B」を獲得しました。 

弊社は、前年度（CDP2024）においても同スコア「B」を獲得しており、２年連続での最高評価獲得となりま

した。 

野村ユニソン株式会社は、2026 年 1 月 8日に世界中に一斉に通知されたCDP2025 質問書への回答

結果において、中小企業としての最高評価である「SME気候変動：Bスコア」を、前年度に引き続き

２年連続で獲得しましたことを報告いたします。 

 

◆今回の内容を含む弊社のサステナビリティへの取り組みは、以下Web サイトにてご紹介しています。 

https://www.nomura-g.co.jp/sustainability 

 

■サステナビリティ経営と今回の評価について 

弊社は、10年ビジョンとして掲げる 

「NUビジョン 2033 『UNISONブランドで ともに 幸せをつくるパートナーとなります』」 

の実現に向け、社会の持続可能性に資する「サステナビリティ経営方針」を策定し、その重要課題の一

つとして「脱炭素社会への貢献」に全社一丸で取り組んでいます。 

今回の評価は、弊社が中小企業版 SBT  Science Based Targets）認定企業 2023 年 11 月認定）とし

て、責任をもって推進してきたゼロカーボン活動や、排出量管理・削減に向けた継続的かつ組織的な取

り組みが、国際的な基準において、単年度の成果にとどまらず、2年続けて評価された形となりました。 

 

■サプライチェーン全体での脱炭素対応に向けて 

近年、特にプライム市場上場企業を中心に、Scope3 を含むサプライチェーン全体での脱炭素化が重

要な経営課題となっています。部品・装置を供給する中小企業においても、温室効果ガス排出量の正確

な把握と、その削減実績の提示が求められており、今後はカーボンプライシング 炭素税、排出量取引

等）の導入を背景に、その要求は一層高まると見込まれています。 

弊社は、SBT認定申請に準じた形でCDPのサプライチェーンプログラム質問書への回答を継続して

https://www.nomura-g.co.jp/sustainability
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おり、信頼性の高い実績データをもって、お客様の脱炭素要求に応えることを目指し活動しています。 

 

■CDPスコアについて 

CDPは、企業や自治体による環境情報の開示を促進する国際的な非営利団体です。 

気候変動への対応について、目標設定、事業戦略、リスク・機会の認識、温室効果ガス排出量の開示な

どの観点から評価を行い、その結果をスコアとして公表しています。 

CDPスコアは以下の構成となっており、弊社が獲得した「B」は SME版における最高評価となりま

す。 

通常版：8段階 A、A-、B、B-、C、C-、D、D-） 

SME版：3段階 B、C、D） 

 

■弊社は、さらなる環境価値の創出とCDPスコア向上を目指し、以下の取り組みを継続・強化してま

いります。 

・社長直轄「全社横断ゼロカーボン推進委員会」 月 1回）の運営 

・部門別ゼロカーボン推進計画の策定・実行および四半期ごとの経営者レビュー 

・温室効果ガス排出量算定システムの運用による継続的な排出量把握 

・国の補助事業である「省エネ診断・支援」を活用した省エネ施策の立案・実行 

 LPG燃焼効率向上、エア漏れ対策によるコンプレッサー電力削減 等） 

・再生可能 非化石）エネルギーの利用拡大 Green でんき、太陽光発電導入 予定）、等） 

・自動化 独自技術活用）による生産効率向上・省エネ化 

・資源エネルギー庁指定特定事業者としての対応継続・強化 2013 年～） 

・CSR グリーン）調達の導入・拡大 Scope3 対応） 

・水素等の次世代燃料を活用した装置の導入・開発検討、他 

 

■補足 語句説明） 

Scope 1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出 燃料の燃焼、工業プロセス） 

Scope 2：他社から供給された電気・熱・蒸気の使用に伴う温室効果ガスの間接排出 

Scope 3：Scope 1 と Scope 2 を除く温室効果ガスの間接排出 

SBT Science Based Targets、科学的根拠に基づく目標）： 

「パリ協定」が求める水準と整合した、科学的根拠に基づく温室効果ガス排出削減目標です。 

SBTイニシアチブ(SBTi)： 

CDP、国連グローバル・コンパクト、WRI、WWFが共同で設立した国際NGOであり、企業はそ

の基準に基づき目標設定を行い、認定を受けることができます。 

 SBTi Web サイト：https://sciencebasedtargets.org/） 

 

【お問い合わせ先】 E-mail : info@nomura-g.co.jp 

〒391-0001 長野県茅野市ちの６５０ 

TEL: 0266-72-6151 代） 

https://sciencebasedtargets.org/

